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中学生の頃，アカボシゴマダラという名の蝶を追いかけていました。その蝶が奄美大島に

しか生息しない大変貴重な蝶で，マニアには一匹 5，000 円で売れると聞き，不純な動機で

したが小遣い稼ぎをしたかったのです。しかし，そんなに貴重な蝶がそう簡単に採集できる

はずもなく，負けず嫌いの私は蝶の生態について研究を始めました。中学生にはハードルが

高い専門的な蝶図鑑を片手に，理科の先生を通じ捕獲用の網を購入し，特注の展翅板や展示

用のガラスケースまでも揃えるようになりました。蝶のコレクターになってしまったので

す。しかしある日，蝶の収集が目的で，林業をしていた父と一緒に山に入りましたが，その

時目撃したまるでジュラシックパークのような水辺の風景には，蝶を捕るのも忘れ，見入っ

てしまいました。奄美の自然の凄さに気づいたのは，その時です。 

 

 奄美・琉球の世界自然遺産登録が決定しました。この遺産登録へ向けて行政の動きが加速

しはじめた数年前，奄美の固有種や希少種についてのリーフレットが奄美の各学校に配付さ

れましたが，アカボシゴマダラはそのリストにはありませんでした。調べてみると，採集家

が本土の山林に放したために，そこで繁殖してしまい，全く希少性がなくなったとのことで

した。自然のバランスなんて，そんな風に簡単にくずれてしまうものなのだ。あらためて感

じることとなりました。 

 

 住民の意識はどうでしょう。車中からのたばこのポイ捨て，野良猫の多い市街地，下水処

理のインフラがない大島海峡。奄美の自然の素晴らしさに，そこに住む住民が気づいていな

ければ，保全は難しいでしょう。世界自然遺産登録は，奄美の自然は世界の宝物だから，後

世に残すべく努力しなさいと，奄美に住む住民に命題が突きつけられたということです。登

録するから観光資源として活用しなさいとは，ユネスコは言いません。 

 

 古仁屋中学校の校長だった 5年前，大和村の野生生物保護センターで働く 2人の若者の話

を聞く機会がありました。二人とも奄美の出身ではありません。あるときフランス人がレン

タカーでやってきて「カエルはどこに行けば見られるのか。」と尋ねたそうです。日本で一

番美しいと言われるアマミイシカワガエルのことです。若者の一人は，「いろんなところに

いる。」と答えたそうです。実際に名瀬の市街地の側溝にいたりするのだそうです。興味が

無ければ，見えるものも見えない。「自然遺産登録には，まずシマの人が自然の素晴らしさ

に気づくことからです。」その若者の言葉が，心に響きました。 

 

 学校の周囲にはたくさんの生き物がいます。秋の訪れを告げるサシバ（渡り鳥）の鳴き

声。「ピッ、クイー。」この声に気づいていますかと全校朝会で子どもたちにたずねました。

1,000km 以上も旅をするアサギマダラ（蝶）もやってきました。目をこらし，自然の声を聴

こうとすれば，たくさんの生物の息吹を感じることができます。ちなみに，私は中 3の時に

蝶のコレクターをやめました。きれいな個体が欲しくて，卵から成虫にさせ，羽化したと同

時に蝶の命を奪っている自分に嫌気が差したからです。コレクションをすべて燃やし，スポ

ンサーの父と丁寧に指導してくれた中学校の理科の先生からこっぴどく叱られました。苦い

思い出です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１９日(火)～２１日(木)，集団宿泊学習を奄美少年自然の家で実施しまし

た。野外炊さんや灯の集い，その他様々な活動を通して，集団生活におけるルール

やマナーをしっかり学ぶことができました。この集団宿泊学習での経験をこれから

の学校生活で生かし，立派な高学年としてリードしてくれることを期待しています。 

 

 

 国  語 算  数 

本 校 ７４．０ ７５．０ 

県 ６７．０ ７１．０ 

全 国 ６４．７ ７０．２ 

５月２７日（木）に６年生に対して実施された全国学力・学習状況調査の結果（平均得

点率）は上記の通りです。この結果から，本校の６年生の学力は望ましい状況にあると考

えられます。 

しかし，国語科においては，「目的や意図に応じて文章と図表とを結び付けて必要な情報

を取り出したり，目的を意識して中心となる語や文を見付けて要約したりすること」，算数

科においては，「複数の要素が入り込んだ課題と既習事項とを関連付けて活用すること」に

係る力の定着に課題があります。相互に学び合える場の工夫をしたり，タブレット等の ICT

を活用したりしながら，子どもたち一人一人の学力の更なる向上を目指し，今後も引き続

き授業改善に努めて参ります。 

皆様，大勝小学校へぜひお越しください！ ※詳細は裏面を御覧ください。 


